
令和７年度 自己評価校内委員会 

 

令和７年１０月６日（月）１５:００～１６:３０実施 

 

令和６年度の自己評価校内委員会を開催し教職員総意の元、評価を以下の通り実施した。 

 

・自己評価委員：学校長他全教職員 

４，適切に対応 ３，ほぼ適切 ２，やや不適切 １，不適切 

 

（１）教育理念・目標 

評価概要 評定 評価 

①  
教育理念・目標がしっかりと定められてい

るか 
3.91 

教育目標を常に意識してもらうように学校 1Fロビー、ならびに各教室

に掲示もしている。入学時、進級時には各学年においての目標達成のた

めに取り組むべき行動を明確化している。 

②  教職員・学生に周知されているか 3.64 

教職員には教務会議、Slack 等にて情報伝達を常に行い、学生へは朝終

礼、SNS等を通して周知している。また、必要に応じて学生との個別面

談も行うなど、学生との対話を大切にしている。 

③  輩出すべき人材像に沿っているか 3.82 

各種会議等での教職員間での話し合いに加え、関係各所からもヒアリン

グを行い、美容業界が望む即戦力人材について話し合っている。その人

材像に近づけるように教育目標やその具体案を検討している。 

 

【課題】 

・毎年目標が定まっていない学生が若干名いるため、指導を行う上でやる気を持たせることに苦労している部分があるため、

更に話し合いを続けて意見をまとめ、理想的な美容師像をさらに明確化にし、指導していく必要がある。そして、就職へと

学生を導いていけるよう目標を明確にしてしっかり伝えていく。 

 

【改善案】 

・定期的に実施される教務会議以外に、各学科、学年における会議を頻繁に持ち、学生の資格取得、就職へ向けた意識向上た

めに教職員間でも情報を共有する。 

 

 

【特記事項】 

・学生が理解しやすいよう学年ごとに細かい教育目標を示し明確にしている。 

 

 

（２）学校運営 

評価概要 評定 評価 

①  
学校として進むべき方向、ビジョンは策 

定されているか 
3.73 

美容師国家資格取得という大きな目標があるため進むべき方向は明

確になっているが、即戦力人材の育成のための教育目標は、美容業

界関係者等からのヒアリングをもとに毎年改善をしている。 

②  
学校全体で共通の意思決定を共有すること 

で、運営を実践しているか 
3.55 

定期的に学年、学科教員間でのミーティングを行い、意思の共有、

決定はしやすい状況である。また、常勤、非常勤講師間でも、必要

な情報は共有しているが、個人情報の取り扱いには十分注意するよ

うに指示をしている。 

③  適切な改善は行われているか 3.55 
会議や、教職員間での Slackを通しての情報共有の場が増えている

ため、学校全体に、連絡、報告ができているように思われる。 

 

 



【課題】 

・美容師国家資格取得という大きな目標により、毎年が同じサイクルの繰り返しであることで、「学校全体として進むべき方

向、ビジョン」を意識することが少なっているため改善をする必要がある。 

 

【改善案】 

・教職員間の報告・連絡・相談の体制は年々改善されているため、各教職員がビジョンをより明確に持った上で学生    

指導を行うとともに、非常勤講師とも情報を共有して教職員が一丸となって学生指導に取り組むよう改善する。 

 

 

（３）教育活動 

評価概要 評定 評価 

①  
教育課程を編成する体制は、整えられてい

るか 
3.73 

教務会議やカリキュラム編成委員会を開催し、美容の現場で活躍する

方からの意見や教職員の意見を取り入れている。学校側から一方的に

指針を出すだけでなく、非常勤講師を含め教職員の意見や自主性も受

け入れる姿勢で体制を整えるよう意識している。 

②  
時勢に沿ったカリキュラムの改変は行われ 

ているか 
3.91 

教務会議、カリキュラム編成委員会、学校評価委委員会等に加え、美

容業界関係者へのヒアリングにより、時勢に沿った実践的なカリキュ

ラムや学生に必要な内容になるよう改変を行っている。 

③  授業評価を適切に行っているか 3.91 

年に２回、前後期の学期終了時に、学生に授業評価アンケートをと

り、その結果を各講師へフィードバックしており、評価を受けての改

善点等を話し合い共有する機会を設け、授業改善へ役立てたい。 

 

【課題】 

・学科授業においては、担当講師の指導や定期試験の出題傾向に統一感がないことがあり、指針を明確に示し、必要に応じて

情報共有、相談する体制を整える。 

 

【改善案】 

・授業評価アンケート内容については、変更や追加部分が必要であれば適宜変更していく。アンケート内容は学生に理解しや

すい内容にはしているが、無記名式のアンケートであるため、詳細部の記入がない回答も少なからずある状態である。 

評価については授業の質を向上させるよう、非常勤講師も含め結果を共有して話し合う時間を設けることとする。 

 

 

（４）学習成果 

評価概要 評定 評価 

① 資格取得の目標は定められているか 3.82 

美容師国家資格取得という大きな目標があるため明確に設定されてい

る。美容を業として行うためには美容師免許の取得は必須であるため、

資格取得への意欲は毎年高い状況である。 

② 就職率は向上しているか 3.73 

美容業界への就職率は毎年高い状況であるが、ビューティーアドバイザ

ー、まつ毛エクステンションに関する採用枠が少ないため、早い時期に

活動を始めるよう指導している。これからも同様の希望者が増加するこ

とが見込まれているため、更なる就職先の開拓が必要である。 

③ 
卒業生の離職率に関し、卒業生並びに就

職先との連絡を密に取っているか 
3.55 

離職率は例年並みであるが、早期で退職する学生も数名いて残念であ

る。就職してからの仕事への向き合い方についても、学生時代に更に指

導の必要があると考える。卒業生からは頻繁に連絡があり、毎週数名は

学校に来訪してくるため、卒業生就業状況について把握はかなりできて

いる。 

 

【課題】 

・美容室以外の美容関連職種の就職先の開拓について。 

・早期退職者の防止策について。 

【改善案】 



・入学時、進級時に個別面談を実施し、学生の進路希望の調査は行っているが、進級時には希望職種が変わる学生もいるため、 

進級時の面談時期を早める等の対策を講じた上で、美容室以外の美容関連職種の採用情報を把握し、企業訪問等を通じて開  

拓を行うこととする。 

・早期退職をした卒業生、企業の双方にヒアリングを行った上で、ミスマッチを防ぐため、在学中より就労に対する意識を高 

めるよう指導する。 

 

【特記事項】 

・卒業生ならびに企業との連携はとれているため、退職原因の共有はできている状況である。 

 

 

（５）学生支援 

評価概要 評定 評価 

① 
学生に対する経済的な支援体制は確立され

ているか 
3.91 

去年同様、奨学金、各種特待生制度、保護者支援制度等、支援体制を多

様にとっており、充実したサポートを確立している。 

② 学生対応に係る人員配置は行われているか 3.20 

事務職員、教員ともに少ない人員が対応しているが、一人一人の教職員

が、常勤、非常勤に関わらず、親身になって学生対応や指導を行い、サ

ポートするよう心掛けている。 

③ 就職に対する支援体制は整えられているか 3.36 

担当、副担任に加え、教頭が企業とのパイプ役として支援する体制を確

立している。就職支援については教職員が各々に動くのではなく、情報

交換や共有、相談を行い教職員全体で連携して支援を行っていけるよう

努めていく必要がある。 

 

【課題】 

・担任、副担任の進路指導への取り組みについて、美容業界関係者とも更に綿密に連絡・連携を取っていく必要がある。 

 

【改善案】 

・就職に関して、美容関連職種の情報収集に努め、早期に就職活動に臨めるよう情報共有の協力体制を見直す。 

・ビューティーアドバイザー、まつ毛エクステンション等の人気職種は採用の枠が少ないため、常日頃から企業と連絡を取り

合い、求人の動向を注視する。 

 

【特記事項】 

・経済的支援は、比較的充実している。 

 

 

（６）教育環境 

評価概要 評定 評価 

① 

インターンシップ及び校外（学外）授業に 

ついて、各業界との協力体制が整っている 

か 

3.82 

サロン実務実習は企業との連携はとれているため、快く協力していた

だける体制は整っている。ただし、他の美容学校の実習と重複するこ

とがあるため、早期に実習先を決定する必要がある。 

② 
防災に関して、定期的に避難訓練を実施 

し、安全体制が確立されているか 
3.20 

防災担当者を新たに設け、年に 1度の避難訓練の実施や防災マニュア

ルの用意など安全体制の確立に努めている。資料配布や掲示など、意

識を高めるよう日頃からさらに呼びかけていく必要がある。 

③ 
施設整備は教育上の必要性に対し、十分に 

整備されているか 
3.45 

老朽化による設備の整備は定期的に行っており、防災に関する設備の

整備、点検、修善に関しては日頃から定期的に行っている。 

 

 

 

【課題】 



・県外企業での実習を希望する学生については、他の美容学校の実習と重複していることで受入困難な場合がある。 

 

【改善案】 

・入学後、早期の時期に実習先希望の調査を行い、早期に依頼をすることとする。 

 

【特記事項】 

・県内、県外において、繁忙時期にも関わらずサロン実習生を引き受けてくださる企業様が増えて、大変助かっている。 

 

 

（７）学生募集 

評価概要 評定 評価 

① 

学生募集に対し、広報活動・ガイダンス参 

加・SNS発信・オープンキャンパス等、 

適切な活動が行われているか 

3.73 

従来の学校訪問、ガイダンス、オープンスクールに加え、SNSを中心

とした広報活動も強化している。パンフレットや SNSを使用して、充

実したスクールライフを発信しており、更に充実した内容を発信して、

高校生に本校の良さを知ってもらい、募集につながるようアプローチを

する必要がある。 

② 
在校生、卒業生から後輩への呼びかけを促 

進しているか 
3.45 

在校生や卒業生からの推薦で本校受験を決めた学生が毎年増加してい

る。特に卒業生からの紹介が多く、引き続き卒業生が高校生に勧めてく

れるような学校作りを目指して、学生指導や行う所存である。 

③ 学費は適正か 3.45 
適正。減免や支援制度を使用すれば、家庭においての学費負担の軽減に

つながっている。 

 

【課題】 

・学生募集について、広報担当が主となって情報共有を行い、教職員、在校生が一丸となり、学校全体として取り組めるよう、

協力体制を整える。 

 

【改善案】 

・SNSの更なる充実化。 

 

 

（８） 財務 

評価概要 評定 評価 

① 

健全な学校運営を行うための適正な予算管

理と、適正な予算執行を行い、検証してい

るか 

3.45 

消耗品や必要備品は必要に応じて補充しており、前年度の予算を確認

しながら適正に執行するように心がけている。年間の予算を事前に把

握し、現場実習等に充てる予算を検討する場をさらに設けたい。 

② 
経費の無駄を省くための指針は定められて 

いるか 
3.64 

各々の教職員が無駄のないように日頃から意識しており、引き続き無

駄を省けるものがないかを検証していく。 

③ 会計監査は適切に行われているか 3.55 
税理士と経理担当で会計監査を行っている。監査報告書もホームペー

ジに掲載している。 

 

【課題】 

・実習を伴う授業が多いため、水道光熱費等で無駄な支出の出ないよう更なる管理が必要である。 

 

【改善案】 

・引き続き、施設使用においての細部の規定を教職員間で共有する。 

 

 



 

 

（９） 法令等の遵守 

評価概要 評定 評価 

① 

交通事故、犯罪及び犯罪巻き込まれ、その 

他近隣の住民に対して、迷惑をかけないな 

どの周知は定期的に行われているか 

3.36 
大半の学生が公共交通機関を利用しての通学であるが、交通法規の改

正（特に自転車）については、掲示をして周知している。 

② 個人情報の保護が適正に行われているか 3.64 
特に問題は起きていないが、SNS等の使用も多いため、個人情報の取

り扱いには引き続き注意していく。 

③ 
就業規則は、全教職員に周知徹底されてい 

るか 
3.45 

周知徹底には多少の改善の余地がある。徹底を目指し、再確認も含め

て見直す必要がある。 

 

【課題】 

・学生が交通事故や事件に巻き込まれた際の対応方法をマニュアル化し、有事に対応できるような体制を整える。 

 

【改善案】 

・時間外労働については厳しく管理しているが、時間外労働をなくせるよう更なる業務の効率化を検討する。 

 

【特記事項】 

・個人情報の管理にUSBメモリの使用は禁止しており、個人情報に関するデータにはパスワードをかけることで、誰でも個

人情報を閲覧できないようなシステムを設置している。 

 

 

（１０）社会貢献・地域貢献  

評価概要 評定 評価 

① 
ボランティア活動、大分駅南口周辺の清掃 

活動は定期的に行われているか 
3.73 

近年は授業時間数の関係で駅周辺の清掃活動はできていないが、近隣の

中学校、高等学校の職場体験の受け入れは積極的に行っている。 

② 地域の方との交流は行われているか 3.55 
大分七夕まつりの「府内戦紙」において、出場される方のヘアメイクの

施術を毎年行っている。 

③ 
ハローワーク等と連携して、職業訓練など 

のキャリア教育を積極的に実施しているか 
3.91 委託訓練生の受け入れを毎年行っている。 

 

【課題】 

・地域の方々との交流の機会や場所を増やすべきである。 

 

【改善案】 

・以前は本校最大のイベントである ASUKA ビューティーフェスティバルに地域の方をご招待していたが、参加 定員の関

係で現在は困難な状況であるため、地域の祭事等の協力依頼があった際は積極的に協力し、地域交流の機会を増やしていき

たい。 

 


